
 福井市では、家族みんなの心がふれあう明るい家庭づくりを推進する

ため、「家族ふれあい 絵手紙コンクール」を実施しました。 

総数４，９１６点の応募があり、１１月７日(日)に福井市総合ボラン

ティアセンター（ハピリン4階）において、表彰式と入賞作品展示を行

いました。表彰式では、最優秀賞及び優秀賞受賞者に賞状と記念品を授

与しました。その後、パリオシティ、市美術館、ショッピングシティベ

ル、福井県ふるさと文学館において展示を実施しました。 
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し る べ 
福井市少年愛護センターだより 

日之出小学校６年 

野坂 紅葉さん 

本事業は、思いを込めて描いた人に絵手紙

が届くことで事業が完結するため、応募があ

った作品はすべて返却しました。応募者みな

さんの想いがきっと届いたことでしょう。 

優秀作品は福

井市青少年課

ホームページ

に掲載してい

ます。 

コロナ禍が子どもに与えた影響は･･･ 

令和2年度の子どもの発育に関する調査 

統計調査によると、福井市の小中学生における肥満傾

向児の割合は、ほとんどの年齢において前年度よりも増

加していることが分かりました。さらに、視力1.0未満

者の割合も、同じように増加傾向にあるのです。全国的

にも視力1.0未満者の割合は年々増加傾向にあり、文部

科学省は子どもの視力の実態を把握するため、小中学生

を対象に大規模な調査を行っています。 

昨年から続くコロナ禍において

は、新たな変異株の出現などにより

未だ収束の兆しが見えていません。

コロナ禍は、子どもたちにどのよう

な影響を与えたのでしょうか。 

一致 

コロナ禍
の生活 

長引く自粛 スマホ・ネットの 

利用時間増 

肥満傾向児が増える

要因にも！！ 

1日 2時間以上屋外活動

をしている子どもには

近視が少ない 

近くを見る作業の

時間が長いと近視

になりやすい 

近視の環境
的要因 

内閣府の調査によると､小学生の1/3が

平日に3時間以上ネットを利用しており、

福井市の小中学生のネット利用時間も、

年々増加傾向にあります。それに伴い、

様々なトラブルや依存症に対する懸念も

大きくなっています。「月刊生徒指導（2

020年11月号）」では、スマホ使用の原動

力の一つとして『承認欲求』が挙げられ

ています。現実生活の中で認められるこ

とが少ない子が、ＳＮＳ等を通していろ

いろな人から「いいね」をもらうなど、

現実生活で満たされない欲求をスマホ上

で満たそうとするのです。つまり、現実

生活が満たされていれば、子どもたちの

ネットへの依存度が低くなると考えるこ

ともできます。学校、地域、家庭が互い

に連携し合い、子どもたちの「リアル」

の生活が満たされるような手立てが求め

られているのではないでしょうか。 

表彰式・展示の様子 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

補導  
 

東京オリンピックから正式種目となったスケートボードは、14歳、19歳の少年が金メダルを 

獲得し、大きな注目を浴びました。オリンピック以降、市内でもスケートボードをしている若者が目立つよう

になりました。公式の練習場が市街地から離れた場所にあることも理由かもしれませんが、禁止場所でも縦横

無尽に滑走したり、夜遅くまで練習していたり、今後事件や事故も起きるのではないかと懸念しています。 

 子どもたちには、ルールを守って健全にスポーツとして楽しんでほしいと繰り返し伝えていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

◇ フードコートにて、ミニスカートの女子高校生の太ももに手を置き、密着して座っていた男子高
校生に「人前であまり過激な格好はしないように。みんなが見ているよ。」と声かけ。 

 

◇ アオッサ１階のスペースで椅子の上に胡坐をかいて、スカートをまくり上げている女子高校生に
「いくら下にトレパンをはいていても、あまりにみっともない恰好はしないようにね。」と声掛け。 

 

◇ 小学生が急に道路を横断するなど危ない自転車の乗り方をしていたので注意をした。 
 

◇ 中央公園で催事があり、スケボーの男子が道路を走っていて、怖かった。注意もできなかった。 
 

◇ 公園で鬼ごっこをして遊んでいた男子中学生らは「勉強の息抜きのためにちょっと公園に来まし
た。」とのこと。「これから受験が大変だろうけど勉強頑張ってね。」と声を掛けた。 

  

 

  

よかったですね、ほっとしましたね。大学に進学するとのこと、おめでとうございます。今後何
かと悩むことがあっても、相談できるところは必ずあるので、一人で悩まずに相談機関や周りの人
に相談してよいということ、また、つらいときには誰かに話をすることで考えが整理できたり、心
が落ち着いたりすることがあるということを覚えておいてくださいね。 

以前、いじめのことで相談した者です。指定校推薦で大学に合格しました。お礼が言いたくて電話
しました。あのときは本当につらくて、電話なら話をすることができるかと思って、勇気を振り絞っ
て相談したのです。話を聞いてもらって、一人じゃないと思えたし、とても嬉しかったです。父がコ
ロナになるなど不安なことばかりで、話を聞いてもらって本当に安心しました。ありがとうございま
した。(冒頭から涙声になり、最後まで泣きながら途切れ途切れに話していた) 

 
ヤングテレホン 

０１２０-５７
い ー な

-４９７０
よ く な れ

 

相談事例より 
 
メール相談 
yanteresoudan@city.fukui.lg.jp 

相談 ～子どもたちの健やかな成長を応援します～ 

8:30～17:00 
時間外は留守番電話で対応しています 

～ルールを守ることの大切さを伝えていきましょう～ 
  『大冒険』が『大失敗』にならないように 

道路交通法第76条4項3号 

「交通のひんぱんな道路において、球戯をし、ローラー・スケートをし、

またはこれらに類する行為をしてはならない」 

街頭補導日誌より 

（土・日・祝日は除く） 
 

月～金    
 

公園ならすべて許可されているわけではありません！！ 

利用者の安全のために、各公園にはルールがあります。 

ベンチや手すりなどを傷つけられたり、騒音苦情が寄せられた

り、一部のルール違反者のために、どんどんとスケートボードを

禁止する場所が増えています。 


